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学校・保育園・幼稚園などのホットなニュースをお届け!
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▶問い合わせ　
　西保育課　☎ 0287（46）5536

幼稚園・認定こども園

園児募集平成31年度

施設種類 地区名 施設名 所在地 ☎0287

幼稚園 西那須野 すぎのこ三島幼稚園 東三島2-87 （36）4841

認定こども園

黒磯

虹ヶ丘認定こども園 黒磯6-38 （62）1393
認定あけぼのこども園 上厚崎523-3 （62）1226
認定こども園マロニエ幼稚園 埼玉8-478 （62）2760
黒磯いずみ幼稚園認定こども園 島方451-33 （65）0840
認定こども園黒磯幼稚園 住吉町2-8 （62）0661

西那須野

西那須野幼稚園
※平成31年度以降、認定こども園に移行する予定です。 西大和6-15 （36）0440

すぎのこ幼稚園認定こども園 扇町3-30 （36）0460
認定こども園第二ひかり幼稚園 緑1-8 （36）5311

塩原 塩原認定こども園 塩原652-1 （32）2360

認定区分 対象 利用できる施設

1号認定 満3歳以上で、幼稚園などでの教育のみを必要とする子ども 幼稚園、認定こども園

2号認定 満3歳以上で、保育園などでの保育を必要とする子ども 保育園、認定こども園

3号認定 満3歳未満で、保育園などでの保育を必要とする子ども 保育園、認定こども園、地域型保育施設

9月3日

受 付 開 始

各幼稚園・認定こども園において、満3歳以上で、幼稚園などでの教育のみを必要
とする子ども（1 号認定）を対象にした新入園児の募集が始まります。

各幼稚園、各認定こども園入園申込書

※�幼稚園、認定こども園（1号認定のみ）の入園申し込みは各園で行います。事前見学や説明会についても、各園に直接問い合わせてください。

幼稚園と認定こども園の違い
知っておこう！

幼稚園
就学前教育を行うことを目的として、集団生活の中で
基本的な生活習慣や態度、豊かな心情や思考力、意欲
や思いやりなどを養います。

認定こども園

幼稚園の機能と家庭で保育のできない保護者に代わっ
て保育を行う保育園の機能を併せ持ちます。

認定区分の違い
知っておこう！

認定区分に応じて、利用できる施設が異なります

利用先の希望や年齢によって3種類の認定があります。
今回の募集は1号認定で入園を希望する場合のみ対象です。
保育園（2号認定または3号認定）の申し込みは10月に開始となり、募集案内は9月5日号に掲載します。

申し込み・問い合わせ

※�認定こども園の申し込みをする場合は、提出する人のマイナンバーを確認できるもの(通知カードやマイナンバーカードなど）と本人確認
ができるもの(運転免許証など）を持参してください。

暑さに負けず 早く大きく育ってね
～南小ゴーヤ緑のカーテンづくり～

　6月25日に南地区コミュニティでゴーヤの苗植え
が行われました。この取り組みはゴーヤのカーテン
を作り、子どもたちに環境への意識を高めてもらお
うというもの。梅雨の中休みで30℃を超える暑さ
となったこの日は、6年生68人が1人1株ずつ丁寧
に花壇に植えていました。武石紗妃さんは「3つ上の
お兄ちゃんの頃から続く苗植えを自分もできて嬉し
かった。早く食べてみたい」と話してくれました。

冷茶をたてる文化クラブ。お点
前はいかが　 次の一手はどこに
しよう（囲碁将棋クラブ）　 テン
トの組み立てに夢中（自然体験ク
ラブ）　 先生の手つきをお手本
に（手芸クラブ） 竹ぼうきってこ
うやって作るんだ（工作クラブ）
地域の先生たちもとても楽しそう

地域の先生たちの手つきに真剣な眼差し
～三島小クラブ活動（地域学校協働本部）～

　茶道の先生や囲碁の名人、ボーイスカウトのリーダー
など、地域にいるさまざまなスペシャリストたちが指導
している三島小学校のクラブ活動。今年から本格始動す
る地域学校協働本部の一環で、地域と学校が互いに協力
しながら、子どもたちを育てていこうとするものです。
　第4回目の活動となる7月12日のクラブ活動には、小
学4～6年生の333人が参加。子どもたちは普段できな
い体験を楽しそうに、そして真剣に取り組んでいました。

42キロを歩き抜け！
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alk 強歩 in 日新～
　日新中学校区で毎年行われている強歩「Walk 
Walk 強歩 in 日新」が6月17日、日新中学校を発着
地点として開催されました。20回目となる今回も、
同校の生徒たちのほか、校区内の小学校の児童や地
域の人たちなど約1,100人が参加。最長42.195㎞
の道のりを10時間近くかけて歩き抜きました。ゴー
ルが視界に入ると、子どもたちは疲れを感じさせな
い勢いで走り出し、ゴールに飛び込んでいきました。


